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●
水
俣
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
い
る
居
宅
介

護
事
業
所
の
任
命
権
が
、
県
か
ら
市
に

移
譲
す
る
こ
と
に
伴
う
条
例
制
定
で
す
。

●
水
俣
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
等
の

一
部
改
正

　

国
の
法
改
正
に
準
じ
、
平
成
30
年
４

月
以
降
に
退
職
す
る
者
の
退
職
手
当
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

●
水
俣
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部

改
正

　

国
庫
補
助
費
の
改
定
に
伴
い
、
婦
人

相
談
員
の
手
当
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

●
水
俣
市
代
替
バ
ス
通
学
生
交
通
費
助
成

条
例
の
一
部
改
正

　

山
野
線
廃
止
に
伴
い
創
設
さ
れ
た
バ

ス
通
学
者
の
補
助
制
度
を
期
限
延
長
す

る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
係
る
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
65

歳
以
上
に
な
り
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
に
、
使
い
慣
れ
た
施
設

を
利
用
し
や
す
く
な
る
共
生
型
サ
ー
ビ

ス
の
制
度
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

●
水
俣
市
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
係
る
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

関
係
省
令
の
公
布
に
よ
り
、
事
業
に

関
す
る
基
準
等
が
一
部
改
正
さ
れ
た
た

め
、
文
言
の
追
加
等
を
行
な
い
ま
す
。

●
水
俣
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予

防
支
援
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

医
療
・
介
護
の
連
携
を
よ
り
密
に
す

る
た
め
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が

入
院
し
た
際
に
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
情
報
を
入
院
先
に
提
供
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

条
例
改
正
に
よ
っ
て
、
後
期
高
齢
者

が
県
境
を
越
え
て
医
療
施
設
に
入
院
し

た
際
に
、
医
療
費
は
、
従
前
の
自
治
体

に
請
求
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
水
俣
市
地
域
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン

タ
ー
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

地
域
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
の

電
気
、
水
道
等
の
使
用
料
金
の
基
準
を

正
式
に
条
例
に
定
め
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
病
院
事
業
使
用
料
及
び
手
数
料

条
例
の
一
部
改
正

　

交
通
事
故
及
び
障
害
者
手
帳
申
請
に

必
要
な
診
断
書
作
成
料
金
が
上
が
り
ま

す
。
ま
た
、
医
療
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の

料
金
を
改
定
し
、
駐
車
場
利
用
料
金
が

１
０
０
円
で
２
時
間
ま
で
利
用
で
き
る

な
ど
の
改
定
で
す
。

●
水
俣
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
料
が
す
べ
て
の
段
階
で
上

が
り
ま
す
。

条

　

　

例

《
新
た
な
条
例
の
制
定
》

《
現
行
の
条
例
改
正
》

３月定例会の報告
平成30年度一般会計骨格予算
条例の制定などを可決

骨格予算とは…首長選後の自治体が、最低限必要な経費を盛り込んで編成する予算。６月議会に、首長の
意向を反映させた事業などを肉付けしていきます。
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予

算

【平成30年度会計別当初予算】
（千円）

区　分
会計別 平成30年度 平成29年度 前年度比

一般会計 13,951,873 14,605,216 ▲ 4.5%

国民健康保険 3,833,612 4,774,500 ▲ 19.7%

後期高齢者医療 408,263 388,879 5.0%

介護保険 3,529,010 3,252,369 8.5%

公共下水道 1,056,715 1,209,505 ▲ 12.6%

水道事業 408,428 413,801 ▲ 1.3%

病院事業 7,182,084 7,168,465 0.2%

合　　計 30,369,985 31,812,735 ▲ 4.5%

※企業会計の数値は収益的支出の額。

総務費
1,783,008
13%

民生費
5,332,174
38%

衛生費
1,882,536
14%

農林水産業費
229,567
2%

商工費
237,370
2%

議会費
155,146
1%

公債費
1,544,563
11%

教育費
1,146,405
8%

消防費
603,879
4%

土木費
1,022,182
7%

○平成30年度一般会計予算　歳出

地方交付税
5,116,000
37%

その他
369,891
3%

諸収入
345,867
2%

繰入金
367,480
3%

市税
2,860,423
21%

その他各種
交付金など
610,211
4%

市債
1,389,000
10%

県支出金
1,027,667
7%

国庫支出金
1,865,225
13%

○平成30年度一般会計予算　歳入

（千円） （千円）

主
な
事
業

 

総
務
産
業
委
員
会

●
ふ
る
さ
と
大
好
き
寄
附
金
事
業

３
，
２
６
４
万
円

●
水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金

（
消
防
費
）

４
７
，
０
８
８
万
円

　

水
俣
及
び
芦
北
消
防
署
の
運
営
に
関
す

る
経
費
及
び
芦
北
消
防
署
庁
舎
の
老
朽
化

に
伴
う
建
て
替
え
に
対
す
る
負
担
金
で
す
。

●
水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金

（
事
務
局
費
）

４
，
９
３
３
万
円

●
水
俣
ア
カ
デ
ミ
ア
施
設
管
理
費

１
，
５
３
９
万
円

●
市
庁
舎
建
替
事
業

１
１
，
４
０
４
万
円

　

新
庁
舎
建
設
の
た
め
の
基
本
・
実
施
設

計
業
務
委
託
や
旧
庁
舎
の
解
体
の
た
め
の

設
計
業
務
委
託
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
づ
く
り
推
進
事
業１

，
３
９
２
万
円

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
支
援
事
業

８
２
９
万
円

●
農
業
人
材
強
力
化
総
合
支
援
事
業

１
，
３
１
２
万
円

●
市
有
林
維
持
管
理
事
業１

，
６
９
０
万
円

●
市
内
一
円
市
道
維
持
補
修
費

８
，
５
４
７
万
円

●
長
寿
命
化
修
繕
事
業
（
橋
梁
）

１
，
７
７
０
万
円

●
橋
梁
点
検
調
査
事
業

９
５
４
万
円

●
公
園
整
備
関
係
経
費

２
，
２
５
４
万
円

●
耐
震
改
修
促
進
事
業

９
６
９
万
円

　

民
間
の
戸
建
住
宅
や
民
間
事
業
所
が
行

う
耐
震
補
強
の
た
め
の
設
計
、
改
修
工
事

に
対
す
る
補
助
金
で
す
。

●
公
営
住
宅
整
備
事
業
（
牧
ノ
内
団
地
）

７
，
７
７
９
万
円

　

市
営
牧
ノ
内
団
地
の
老
朽
化
に
伴
う
建

て
替
え
や
既
存
の
市
営
住
宅
の
改
修
を
行

い
ま
す
。



No.76

4

●
常
任
委
員
の
所
属
の
変
更
に
つ
い
て

総
務
産
業
常
任
委
員
か
ら
厚
生
文

教
常
任
委
員

　

桑
原　

一
知　

議
員

●
常
任
委
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

総
務
産
業
常
任
委
員

　

岩
村　

龍
男　

議
員

●
議
会
運
営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

岩
村　

龍
男　

議
員

●
特
別
委
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

公
害
環
境
対
策
特
別
委
員

　

岩
村　

龍
男　

議
員

庁
舎
建
替
等
対
策
特
別
委
員

　

桑
原　

一
知　

議
員

選
　
　
　

任

●
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

小
林　

信
也　

氏（
熊
本
市
東
区
）

●
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

小
島　

泰
治　

氏
（
水
俣
市
白
浜
町
）

●
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

中
村　

幸
治　

議
員

（
水
俣
市
山
手
町
）

人

事

案

件

議 案 の 審 議 結 果
賛否の分かれた議案

会派
議員名

陳情
請願

政進クラブ 真志会 無限21 日本共産党
自
民
党

公
明
党

水
進
会

一
ノ
會 結
　
　
果

中
村　

幸
治

田
口　

憲
雄

岩
阪　

雅
文

岩
村　

龍
男

谷
口　

明
弘

塩
﨑　

達
朗

桑
原　

一
知

谷
口　

眞
次

藤
本　

寿
子

田
中　
　

睦

野
中　

重
男

髙
岡　

朱
美

松
本　

和
幸

牧
下　

恭
之

小
路　

貴
紀

福
田　
　

斉
議第４号
　水俣市職員退
職手当支給条例
等の一部を改正
する条例の制定
について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 議長

可　

決

（反対討論）
　国家公務員の退職手当は民間とは性格が異なり、単純に比較することは不合理
である。また、深刻な不況の中、国民の所得を増やすことは景気回復のための重
要な要素であることは、安倍首相自身も認めており、国民の所得が減るような政
策を執るときではないと考える。

議第39号
　水俣市介護保
険条例の一部を
改正する条例の
制定について
議第16号
　平成30年度水
俣市介護保険特
別会計予算

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 議長

可　

決

（反対討論）
　介護人口が増え、介護度が重くなると多くの費用がかかるのは自然なことで、
その費用をどのように確保するかが問われる。今の介護保険法では、介護サービ
ス利用者が増えれば増えるほど国民の負担が重くなる一方である。国の負担割合
が全体の25％と低いことが最大の問題で、この仕組みに対する問題提起を込めて、
保険料値上げの提案及びこの条例改正を反映した平成30年度予算には反対である。

 
厚
生
文
教
委
員
会

●
明
水
園
医
局
機
器
購
入
費
他

１
，
４
３
１
万
円

●
放
課
後
児
童
支
援
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

処
遇
改
善
事
業
補
助
金

１
４
８
万
円

●
可
燃
ご
み
収
集
業
務
委
託
料

５
，
２
０
３
万
円

●
一
中
図
書
室
空
調
機
器
設
置
工
事

３
０
０
万
円

●
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
購
入
費

１
，
６
９
５
万
円

●
二
中
体
育
館
屋
根
防
水
改
修
工
事

２
，
５
２
７
万
円

●
文
化
会
館
空
調
設
備
改
修
工
事

２
２
，
９
６
１
万
円

●
自
主
文
化
事
業
公
演
委
託
料３

５
５
万
円

●
総
合
体
育
館
小
ア
リ
ー
ナ
照
明
改
修
工

事
他

３
，
８
５
３
万
円
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●
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書

●
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る
陳
情

　
　

慎
重
審
査
を
必
要
と
す
る
た
め

●
水
俣
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

水
俣
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

●
一
小
ふ
れ
あ
い
学
童
ク
ラ
ブ

水
俣
第
一
小
学
校
ふ
れ
あ
い
学
童
ク

ラ
ブ
運
営
委
員
会

●
二
小
ふ
れ
あ
い
学
童
ク
ラ
ブ

二
小
ふ
れ
あ
い
学
童
ク
ラ
ブ
運
営
委

員
会

●
ふ
く
ろ
ふ
れ
あ
い
学
童
ク
ラ
ブ

ふ
く
ろ
ふ
れ
あ
い
学
童
ク
ラ
ブ
運
営

委
員
会

●
水
俣
市
久
木
野
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

　

水
俣
市
久
木
野
地
域
振
興
会

●
水
俣
市
は
ぜ
の
き
館

　

水
俣
市
は
ぜ
振
興
会

●
水
俣
市
地
域
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー

公
益
社
団
法
人
水
俣
・
津
奈
木
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●
水
俣
市
東
部
セ
ン
タ
ー

　

東
部
地
域
振
興
協
議
会

●
み
な
ま
た
環
境
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
み
な
ま
た
環
境
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー

●
水
俣
市
湯
の
鶴
温
泉
保
健
セ
ン
タ
ー

　

水
俣
市
15
区
自
治
会

●
み
な
ま
た
観
光
物
産
館
ま
つ
ぼ
っ
く
り

　

株
式
会
社
み
な
ま
た

●
蘇
峰
記
念
館
及
び
蘇
峰
・
蘆
花
生
家

　

株
式
会
社
ト
シ
ヒ
ロ

●
水
俣
市
公
民
館

　

株
式
会
社
ト
シ
ヒ
ロ

●
武
道
館

　

公
益
財
団
法
人
水
俣
市
振
興
公
社

意

見

書

陳

　

情

そ

の

他

意
見
書
１
件
を
採
択

陳
情
１
件
を
継
続
審
査
に

指
定
管
理
者
の
指
定
14
件
を
可
決

【平成29年度会計別補正予算】
（千円）

会 計 名 補正額 補正後の額

一般会計 ▲ 212,063 14,734,761

国民健康保険 28,138 4,813,593

後期高齢者医療 ▲ 3,403 396,657

介護保険 ▲ 171,855 3,459,692

公共下水道 ▲ 6,436 1,205,848

病院事業（資本的支出） 100,000 930,705

水道事業（収益的支出） 9,579 418,633

平成29年度補正予算を可決

■
一
般
会
計

●
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
費４

１
１
万
円

●
自
立
支
援
給
付
費

　
　
　
　
　
７
，
７
７
１
万
円

●
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付

費
負
担
金

　
　
　
　
　
６
，
１
０
０
万
円

●
地
方
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金

　
　
　
　
　
１
，
１
６
１
万
円

■
国
民
健
康
保
険

●
国
県
支
出
金
等
返
還
金

　
　
　
　
　
２
，
７
７
９
万
円

■
介
護
保
険

●
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　
　
　
　
　
９
，
２
７
２
万
円

●
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　
　
　
　
　
１
，
７
３
１
万
円

●
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　
　
　
　
　
４
，
４
６
２
万
円
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厚 生 文 教厚 生 文 教 総 務 産 業総 務 産 業
　専決処分の報告及び承認１件、条例制定１件、
条例の一部改正６件、当初予算５件、補正予算５
件、指定管理者の指定７件

●水俣市病院事業使用料及び手数料条例の一部改
正については、文書料の適正化及び有料駐車場
使用料の負担軽減のため制定しようとするもの
である。

質疑―文書手数料は他医療機関と均衡が取れてい
るか。

答弁―均衡が取れている。
質疑―診断書の年間の件数は
答弁―身体障害者手帳交付用は約70件、交通事故

後遺症の診断書は約10件である。

●水俣市一般会計予算中付託分について
質疑―第二中学校体育館の屋根の防水改修工事は

以前も補修等を行っている経緯もある。改
修工事よりも屋根全体を全面的にやり替え
る工事が必要ではないか。

答弁―現時点では構造的部分からの漏れは考えに
くい。当面は経年劣化で傷んだ箇所に防水
シートを貼り直すことで対応を計画してい
る。

意見―工事にあたっては、実施業者と現状の把握、
工事後の保証等も含めて、しっかりと確認
しながらやっていただきたい。

●平成29年度水俣市一般会計補正予算（第10号）
中付託分について

質疑―市民競り舟大会開催経費の繰越明許費の内
容は

答弁―競り舟用のパドル120本分である。

●平成29年度水俣市介護保険特別会計補正予算
（第４号）について

質疑―居宅及び施設介護サービス給付費があわせ
て約１億７千万円の追加の要因は

答弁―居宅介護は、ここ数年の利用者数の減少傾
向を見て予算計上したが、逆に利用者数が
増えたためである。また、施設介護は、事
業所が新しく事業を始められ、その利用者
が増えたことも要因である。

●水俣市介護保険条例の一部を改正は介護保険法
施行規則等の一部を改正する省令の施行に伴い、
制定するものである。

質疑―本市の社会保障のピークの時期は
答弁―2020年と推測される。
質疑―今後の介護保険料の値上げに対する考え方

は
答弁―今後も増えることは避けられない。保険料

は、３年に１回見直しを行い、３年のうちに
想定される繰越金からの一部を充当し、近
隣自治体とのバランス等を考慮し設定した。

　専決処分の報告及び承認１件、条例の一部改正
４件、補正予算４件、当初予算３件、指定管理者
の指定７件、陳情（継続分）１件
●水俣市職員退職手当支給条例等の一部を改正す
る条例の制定について

討論―地域経済を支えている公務員の給料を引き
下げることは、社会的にいい効果を生まな
いため反対である。

　採決の結果、賛成多数により原案のとおり可決
すべきものと決定しました。
●水俣市代替バス通学生交通費助成条例の一部を
改正する条例の制定について

質疑―本制度の財源は
答弁―基金を財源として運用している。
●平成30年度水俣市一般会計予算中付託分について
質疑―今年度のふるさと納税による寄附見込み額

約4,300万円のうちの必要経費は
答弁―収納代行業者への事務手数料１割、返礼品

３割、送料１割、その他、宣伝用の冊子製
作費など合わせて、半分を少し超えるくら
いである。

質疑―市役所の新館・秋葉会館設備工事実施設計
業務の内容は

答弁―電気設備の機械室がある本館を解体した後
も、新館と秋葉会館の電気設備を利用する
ための工事の設計業務である。

質疑―これまで支払っていなかった指定金融機関
派出手数料の県内他市の状況は

答弁―同じ金融機関に派出いただいている他の自
治体でも、平成30年度から予算計上すると
聞いている。

●第19号　平成30年度水俣市水道事業会計予算に
ついて

質疑―営業収益が減少している原因は
答弁―過去10年間、総給水量が減少しており、人

口減少や節水型の機器の普及が原因である。
●専決処分　平成29年度水俣市一般会計補正予算
（第10号）中付託分について
質疑―内部情報系システム更新業務委託料及び情

報系システム使用料の内容は
答弁―前者は、職員のパソコンの更新業務委託料

で、後者はデータセンターのサーバー設備
使用料である。

●平成29年度水俣市一般会計補正予算（第11号）
について

質疑―水俣川河口臨海部振興構想事業が繰り越し
となった理由は

答弁―護岸工事の設計において護岸構造の決定に
時間を要し、設計の完了が予定より遅れた
ため、その後の環境影響評価の調査期間が
不足した。

＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。
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あなたの声を市政に

●岩阪　雅文
　１．市長の政治姿勢について
　２．第６次水俣市総合計画の策定について
　３．水俣病問題への対応について
　４．新庁舎建設に対する基本的な考え方について
　５．小学校運動部活動の社会体育移行について

●谷口　明弘
　１．市長の政治姿勢について
　（１）今回の市長選挙の結果について
　（２）就任式の職員訓示について
　（３）就任式前日の２月21日付の西日本新聞の

記事について
　２．道の駅・海の駅整備事業について

●谷口　眞次
　１．市長マニフェスト及び政治姿勢について
　２．市庁舎建て替えについて
　３．道の駅・海の駅、物産館構想について

●髙岡　朱美
　１．経済の浮揚、活性化について
　２．戸建住宅リフォーム助成制度について
　３．森林開発を伴う太陽光発電事業について

●小路　貴紀
　１．市長選について
　２．新庁舎建設について
　３．水俣川河口臨海部振興構想事業について

●野中　重男
　１．市長の市政に臨む姿勢について
　２．水俣病について
　３．選挙期間中に配布された髙岡候補支持を訴え

る違法ビラについて
　４．水俣川河口臨海部振興構想について
　５．チッソが所有するＪＮＣの株式売却について

●塩﨑　達朗
　１．市長の公約について
　２．防災について
　３．競り舟の新船について

●藤本　寿子
　１．新市長の政策の方向性
　２．故　石牟礼道子氏について　
　３．イノシシ被害の対応策

●牧下　恭之
　１．新市政の取り組みについて
　２．公用車の管理について
　３．デイジー教科書について 

●桑原　一知
　１．市長が目指すまちづくりについて
　２．消防団について

各議員の写真の下の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、その議員の一般質問の動画をご
覧いただけます。
※視聴の際のデータ通信料はご自分の負担となります。

紙面から動画にリンク
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問
　
「
今
の
市
政
を
変
え

る
た
め
に
は
人
を
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
流
れ

を
変
え
る
た
め
の
変
革
を

恐
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
か

答　

こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て

き
た
良
い
部
分
は
継
承
し

つ
つ
足
り
な
い
部
分
に
力

を
入
れ
る
。
政
治
的
な
ス

タ
ン
ス
の
違
い
は
あ
っ
た

が
、
水
俣
市
が
果
た
し
て

き
た
「
環
境
モ
デ
ル
都

市
」
は
水
俣
市
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
経
済
の
活
性

化
は
不
可
欠
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加

え
、
企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
な
ど
を
通
じ
た
経
済
活

性
化
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
行
政
も

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
人
も
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

問
　
し
が
ら
み
の
な
い
政

治
を
唱
え
て
い
る
が
、
支

持
者
有
権
者
の
意
に
添
わ

な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
う

が
、
き
ち
っ
と
決
断
を
し
、

自
分
の
信
念
で
や
っ
て
い

く
つ
も
り
は
あ
る
か

答　

市
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
知
恵
を
出
し
合

い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
て
い
る
。

問
　
平
成
25
年
、
26
年
当

時
、
誘
致
企
業
促
進
補
助

金
問
題
で
再
三
に
わ
た
っ

て
議
会
が
紛
糾
、
議
会
力

の
な
さ
、
企
業
誘
致
に
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ

た
。
当
時
を
振
り
返
っ
て

ど
う
思
う
か

答　

企
業
と
覚
書
が
結
ば

れ
て
い
る
中
で
、
そ
れ
が

水
俣
病
問
題
に

つ
い
て

新
庁
舎
建
設
に
対

す
る
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿

勢
に
つ
い
て

公
正
公
平
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
と
思
っ
て
執
行
部
の

考
え
方
を
聞
い
た
。

問
　
原
因
企
業
と
被
害
者

の
両
者
を
つ
な
い
で
い
く

施
策
、
気
運
が
感
じ
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
が
大
事
で

あ
る
と
す
る
が
、
具
体
的

に
ど
う
い
う
こ
と
か

答　

双
方
に
は
距
離
が
あ

る
と
思
う
。
双
方
の
声
を

聴
き
対
話
や
不
信
感
解
消

に
具
体
策
を
模
索
し
、
水

俣
病
問
題
の
解
決
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
Ｊ
Ｎ
Ｃ
株
売
却
に
つ

い
て
市
の
ト
ッ
プ
と
し
て

阻
害
す
べ
き
で
は
な
い
と

し
て
い
る
が
真
意
は
な
に

か答　

水
俣
病
特
別
措
置
法

第
12
条
、
13
条
の
規
定
に

よ
り
、「
環
境
大
臣
の
承

認
を
得
る
こ
と
」
や
「
救

済
の
終
了
及
び
市
況
の
好

転
」
が
条
件
で
あ
る
。

問
　
水
俣
病
問
題
は
ま
だ

紛
争
は
終
結
し
て
い
な
い

の
で
あ
れ
ば
発
言
は
選
挙

向
け
と
受
け
止
め
て
よ
い

か答　

将
来
的
に
は
条
件
が

整
え
ば
売
却
で
き
る
と
い

う
ご
質
問
が
あ
っ
た
の
で

そ
う
答
え
た
。

岩阪　雅文  議員

（政進クラブ）

真意は終始語らず
　　　今後の市政運営を注視

問
　
市
長
は
議
員
当
時
、

新
庁
舎
建
設
候
補
地
に
つ

い
て
住
民
投
票
を
主
張
し
、

議
案
の
提
出
ま
で
し
た
。

真
意
は
何
で
あ
っ
た
か

答　

答
申
か
ら
一
週
間
後

の
「
旧
庁
舎
周
辺
」
に
決

定
し
た
内
容
、
あ
ま
り
に

も
切
迫
す
ぎ
て
議
論
が
不

足
、
市
民
の
理
解
も
不
十

分
と
の
思
い
か
ら
反
対
し

た
。

　

し
か
し
市
議
会
の
決
定

を
尊
重
し
、
今
後
精
い
っ

ぱ
い
努
力
す
る
。

※
こ
の
他

○
第
６
次
水
俣
市
総
合
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

○
小
学
校
運
動
部
活
動
の

社
会
体
育
へ
の
移
行
に

つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。
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市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
　
今
回
の
市
長
選
挙
の

結
果
を
ど
う
と
ら
え
て
い

る
の
か

答　

出
馬
表
明
か
ら
僅
か

40
日
間
で
現
職
の
市
長
に

挑
む
と
い
う
厳
し
い
選
挙

戦
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た

が
、
地
元
企
業
と
の
連
携

強
化
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
、
雇
用
の
創
出
、

子
育
て
負
担
の
軽
減
や
福

祉
の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
た
人
材
育
成
な
ど
、

賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
水
俣
を

再
び
築
き
た
い
と
の
思
い

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
訴
え

た
。
地
域
経
済
浮
揚
を
期

待
す
る
市
民
の
切
実
な
願

い
の
こ
も
っ
た
声
に
後
押

し
を
頂
い
た
結
果
だ
と
感

じ
て
い
る
。
相
手
候
補
に

投
じ
ら
れ
た
６
，
５
０
０

票
の
重
み
を
受
け
止
め
つ

つ
環
境
と
経
済
を
両
輪
と

し
て
、
地
域
の
活
性
化
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
議
会
構
成
が
市
長
支

持
議
員
は
16
人
中
6
人
と

過
半
数
に
届
か
な
い
。
議

会
に
対
す
る
市
長
の
考
え

は
ど
う
か

答　

ス
タ
ン
ス
の
違
い
は

あ
ろ
う
と
も
、
市
民
の
た

め
、
水
俣
市
の
た
め
に
な

る
こ
と
と
い
う
価
値
観
は

共
有
で
き
る
と
思
う
。
市

議
会
議
員
の
皆
様
に
は
執

行
部
と
の
緊
張
感
を
保
ち

な
が
ら
、
市
政
運
営
の
在

り
方
や
政
策
に
つ
い
て
議

論
を
通
し
て
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
た
い
。

問
　
２
月
21
日
の
西
日
本

新
聞
の
記
事
の
中
で
、
市

長
が
エ
コ
パ
ー
ク
に
建
設

予
定
の
物
産
館
の
新
年
度

予
算
に
難
色
を
示
し
た
旨

の
報
道
が
あ
っ
た
。
市
議

時
代
に
受
け
た
説
明
と
財

政
面
で
大
幅
な
変
更
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ど
う
い
う
こ
と
か

答　

議
員
時
代
に
聞
い
て

い
た
事
業
費
と
設
計
金
額

と
の
間
に
大
き
な
開
き
が

あ
る
と
感
じ
、
事
業
規
模

が
数
億
円
に
も
上
る
重
要

問
　
財
源
は
ど
う
す
る
の

か答　

環
境
省
に
事
業
費
の

一
部
と
し
て
補
助
金
約
８
，

０
０
０
万
円
を
申
請
予
定

で
あ
る
。
残
り
は
過
疎
対

策
事
業
債
を
充
当
す
る
予

定
で
あ
る
。

問
　
運
営
主
体
は
ど
う
す

る
の
か

答　

こ
れ
か
ら
一
般
公
募

に
て
選
定
す
る
予
定
で
あ

る
。

道
の
駅
・
海
の
駅
整

備
事
業
に
つ
い
て

事
業
で
あ
り
、
内
容
を
精

査
し
た
上
で
、
６
月
議
会

以
降
に
審
議
し
て
い
た
だ

く
の
が
通
常
の
取
り
扱
い

で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

問
　
施
設
を
つ
く
っ
て
も

赤
字
を
出
す
よ
う
な
施
設

で
は
そ
れ
を
承
認
し
た
議

員
と
し
て
責
任
を
問
わ
れ

る
。
物
産
館
の
建
設
費
用

は
い
く
ら
と
見
込
ん
で
い

る
か

答　

総
額
６
億
７
，
１
０

０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

谷口　明弘  議員

（真志会）

物産館建設は精査して
　　市民の納得できる施設に
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問
　
「
変
革
、
改
革
を
恐

れ
ず
思
い
切
っ
て
行
政
改

革
に
取
り
組
む
」
と
は
、

ど
ん
な
変
革
と
改
革
を
考

え
て
い
る
の
か

答　

こ
れ
ま
で
の
環
境
の

取
り
組
み
に
加
え
、
行
政

の
枠
を
超
え
、
様
々
な
分

野
で
の
企
業
等
と
の
連
携

を
通
し
た
経
済
活
性
化
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。

問
　
「
企
業
フ
ァ
ー
ス
ト

の
政
治
を
進
め
る
の
で

は
」
と
の
心
配
の
声
が
あ

る
が
市
長
の
政
治
姿
勢
は

ど
う
か

答　

特
定
の
企
業
と
連
携

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
す

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
及
び
政
治
姿

勢
に
つ
い
て

べ
て
の
企
業
や
市
民
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
行
政
改
革
に
つ
い
て

は
人
員
削
減
で
は
な
く
、

熊
本
市
が
行
っ
た
よ
う
な

働
き
方
改
革
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
が
い
か
が
か

答　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

や
時
間
外
労
働
の
削
減
な

ど
働
き
方
改
革
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問
　
昨
年
９
月
議
会
で
市

長
は
住
民
投
票
条
例
案
に

賛
成
し
た
が
な
ぜ
か

答　

あ
ま
り
に
も
切
迫
過

ぎ
て
十
分
な
議
論
が
さ
れ

て
お
ら
ず
市
民
の
理
解
も

得
ら
れ
て
い
な
い
と
の
思

い
か
ら
賛
成
し
た
。

問
　
市
長
は
９
月
議
会
で

基
本
設
計
・
実
施
設
計
業

務
委
託
料
予
算
に
反
対
し
、

住
民
投
票
条
例
に
賛
成
し

た
が
建
設
場
所
は
「
旧
庁

舎
周
辺
」
で
間
違
い
な
い

の
か

答　

市
議
会
本
会
議
で
最

終
的
に
採
決
が
な
さ
れ
、

住
民
投
票
条
例
案
は
否
決

さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

市
民
を
代
表
す
る
議
会
の

決
定
で
あ
り
、
尊
重
す
べ

き
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、「
旧
庁
舎
周
辺
」

で
進
め
て
い
く
。

問
　
道
の
駅
、
海
の
駅
、

物
産
館
構
想
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か

答　

建
設
予
定
地
が
熊
本

県
の
港
湾
用
地
で
あ
る
事

か
ら
、
県
と
の
協
議
に
時

間
を
要
し
、
本
年
度
内
に

実
施
設
計
の
完
了
が
困
難

で
あ
る
た
め
契
約
期
間
の

延
長
を
予
定
し
て
い
る
。

建
設
時
期
、
開
業
時
期
に

つ
い
て
は
未
定
で
あ
る
。

問
　
市
長
は
新
年
度
予
算

案
の
説
明
を
受
け
て
、
建

設
予
定
の
物
産
館
事
業
に

難
色
を
示
し
、
項
目
ご
と

削
除
し
た
が
な
ぜ
か

市
庁
舎
建
替
え

に
つ
い
て

道
の
駅
・
海
の
駅
・
物
産
館
構
想

に
つ
い
て

谷口　眞次  議員

（無限21）

髙岡市長の政治姿勢は

答　

義
務
的
経
費
を
中
心

と
し
た
骨
格
予
算
編
成
を

行
い
、
政
策
的
経
費
に
つ

い
て
は
、
次
回
以
降
に
上

程
す
る
の
は
通
常
と
考
え

て
い
る
。

問
　
西
回
り
自
動
車
道
路

開
通
後
、
早
い
時
期
こ
そ

観
光
客
の
受
け
皿
と
し
て

の
効
果
が
大
き
い
と
思
う

が
市
長
自
ら
積
極
的
な
協

議
を
進
め
る
べ
き
と
思
う

が
い
か
が
か

答　

内
容
を
重
視
し
、

し
っ
か
り
と
精
査
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
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経
済
の
活
性

化
に
つ
い
て

問
　
市
長
は
、
選
挙
中
、

熊
日
の
取
材
に
「
例
え
て

言
え
ば
、
2
万
5
千
人
の

市
民
を
乗
せ
た
船
が
傾
き

沈
み
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
刻
も
早
く
正
し
い
方
向

に
導
く
必
要
が
あ
る
。
経

済
が
低
迷
し
、
地
元
企
業

の
活
力
が
な
い
の
で
、
早

く
改
善
し
な
い
と
い
け
な

い
。
ま
ず
は
経
済
の
浮
揚
、

活
性
化
だ
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
今
は
間
違
っ
た

方
向
を
向
い
て
い
る
と
い

う
認
識
か
、
ま
た
市
長
の

考
え
る
正
し
い
方
向
と
は

ど
の
よ
う
な
方
向
か

答　

間
違
っ
た
方
向
と
い

う
趣
旨
の
発
言
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

経
済
振
興
策
が
取
ら
れ
て

お
り
、
一
定
の
成
果
を
あ

げ
て
い
る
。
た
だ
、
地
元

企
業
と
行
政
の
対
話
が
少

な
い
。
今
後
企
業
と
の
意

見
交
換
を
重
ね
、
経
済
の

浮
揚
、
活
性
化
に
つ
な
げ

た
い
。
こ
れ
を
「
正
し
い

方
向
」
と
発
言
し
た
。

問
　
経
済
が
低
迷
し
て
い

る
原
因
を
ど
う
分
析
し
て

い
る
か

答　

こ
れ
は
、
地
方
自
治

体
共
通
の
問
題
だ
が
、
若

年
層
の
流
出
に
よ
る
人
手

不
足
、
都
市
部
の
景
気
回

復
の
影
響
が
波
及
し
て
い

な
い
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

問
　
そ
れ
は
原
因
で
は
な

く
現
象
だ
。
歴
史
を
振
り

返
る
と
、
最
も
低
迷
が
ひ

ど
か
っ
た
の
は
、
戦
中
、

戦
後
。
次
に
昭
和
40
年
代
、

農
産
物
の
輸
入
自
由
化
が

行
わ
れ
た
と
き
に
、
第
一

次
産
業
人
口
が
大
幅
に

減
っ
た
。
第
三
次
産
業
で

は
、
大
規
模
小
売
店
舗
法

が
緩
和
さ
れ
個
人
商
店
が

ど
ん
ど
ん
つ
ぶ
れ
て
い
っ

た
。
い
ず
れ
も
政
治
的
判

断
の
結
果
だ
。
今
、
地
方

自
治
体
は
そ
の
傷
の
手
当

を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
政

治
が
す
べ
き
は
規
制
緩
和

で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く

り
だ
と
思
う
が
い
か
が
か

答　

選
挙
中
、
水
俣
で
農

業
を
が
ん
ば
り
た
い
と
い

う
青
年
と
も
話
を
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
、
産
業

の
方
と
対
話
意
見
交
換
し
、

活
性
化
を
進
め
た
い
。

問
　
基
幹
産
業
（
チ
ッ

ソ
）
と
の
対
話
が
な
い
の

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
生
き

残
れ
な
い
と
い
う
新
聞
紙

上
の
発
言
も
あ
っ
た
が
、

そ
の
真
意
は
何
か

答　

基
幹
産
業
＝
チ
ッ
ソ

と
は
一
言
も
言
っ
て
い
な

い
。
チ
ッ
ソ
も
含
め
た
す

べ
て
の
基
幹
産
業
が
元
気

に
な
っ
て
水
俣
の
経
済
を

牽
引
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

戸
建
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
に
つ
い
て

髙岡　朱美  議員

（日本共産党）

政治が招いた
　　　地方経済の疲弊

問
　
導
入
後
３
年
に
な
る

が
、
成
果
と
評
判
は

答　

Ｈ
27
年
度
、
予
算

額
１
，
０
０
０
万
円
で

60
人
利
用
し
工
事
額

６
，
０
８
９
万
９
千
円

が
発
生
。
28
年
度
、
予

算
１
，
５
０
０
万
円
90

人
利
用
、
工
事
額
９
，

６
３
８
万
３
千
円
、
29
年

度
、
１
，
８
０
０
万
で

１
０
４
人
利
用
、
工
事
額

１
億
２
，
０
４
４
万
７
千

円
。
こ
の
制
度
が
あ
っ
た

の
で
決
断
し
た
、
工
事
を

勧
め
や
す
か
っ
た
な
ど
喜

ば
れ
て
い
る
。

問
　
来
年
度
も
継
続
し
て

も
ら
い
た
い
が

答 

高
速
道
路
開
通
に
合

わ
せ
、
補
助
対
象
を
店
舗

改
修
に
切
り
替
え
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

問
　
対
象
を
住
宅
、
店
舗
、

空
き
家
な
ど
に
広
げ
た
上

で
、
還
元
金
を
地
域
商
品

券
（
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
プ

５
０
０
円
ポ
イ
ン
ト
券
な

ど
）
に
し
て
、
地
域
経
済

活
性
化
に
生
か
せ
な
い
か

答　

検
討
し
た
い
。

※
こ
の
他

○
森
林
開
発
を
伴
う
太
陽

光
発
電
事
業
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

昭和30年代の旭町商店街
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問
　
市
民
の
声
は
、
ど
う

い
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
か

答　

「
若
者
が
残
れ
る
町

に
し
て
欲
し
い
」「
水
俣

を
変
え
て
欲
し
い
」
等
の

切
実
な
声
が
あ
っ
た
。

問
　
前
市
長
は
水
俣
生
ま

れ
で
あ
る
か
、
な
い
か
を

対
立
軸
に
し
て
主
張
さ
れ

た
。
水
俣
生
ま
れ
で
は
な

い
市
民
の
方
々
も
多
い
中

で
、
今
お
住
ま
い
の
市
民

に
対
す
る
市
長
の
思
い
は

答　

水
俣
で
生
ま
れ
育
っ

た
人
、
帰
っ
て
き
た
人
、

縁
あ
っ
て
移
り
住
ん
だ
人
、

み
ん
な
同
じ
水
俣
市
民
で

あ
る
。
こ
の
地
に
暮
ら
す

人
々
が
「
水
俣
市
の
た

め
」
と
い
う
価
値
観
の
も

新

庁

舎

建

設

水
俣
川
河
口
臨
海
部
振
興
構
想

と
、
心
を
一
つ
に
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。

問
　
給
食
費
の
段
階
的
な

負
担
軽
減
に
向
け
た
課
題

と
解
決
策
は
何
か

答　

小
中
学
校
で
年
間

１
億
円
を
要
す
る
た
め
、

既
存
事
業
の
精
査
や
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
る
新
た
な

財
源
の
確
保
を
検
討
し
た

い
。

問
　
子
ど
も
た
ち
へ
の
支

援
は
理
解
が
得
ら
れ
や
す

い
と
思
う
が
、
ど
う
か

答　

市
民
の
皆
様
に
子
育

て
支
援
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
の
趣
旨
を
ご
理
解
頂

き
、
段
階
的
に
で
も
早
期

に
実
現
し
て
い
き
た
い
。

問
　
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー

基
金
の
構
想
と
求
め
ら
れ

る
効
果
は
何
か

答　

地
元
企
業
や
市
民
等

か
ら
の
寄
附
に
よ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
子
ど

も
た
ち
を
地
域
ぐ
る
み
で

支
援
し
て
い
く
。
将
来
的

に
は
児
童
、
生
徒
、
保
護

者
、
協
力
企
業
等
の
交
流

を
図
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
形
成
を
目
指
す
も

の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
は

地
元
企
業
の
存
在
や
貢
献

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

問
　
毎
年
、
少
年
少
女
空

手
道
大
会
に
延
べ
８
０
０

名
程
の
参
加
が
あ
る
が
、

市
総
合
体
育
館
２
階
の
６

面
コ
ー
ト
の
２
面
し
か

マ
ッ
ト
化
さ
れ
て
い
な
い
。

早
期
に
マ
ッ
ト
化
を
進
め

て
欲
し
い
が
、
ど
う
か

答　

関
係
団
体
か
ら
の
要

望
は
承
知
し
て
い
る
の
で
、

６
月
の
肉
付
け
予
算
の
中

で
検
討
し
た
い
。

問
　
85
・
５
％
の
交
付
税

措
置
適
用
に
要
し
た
経
費

は
い
く
ら
か

答　

建
物
調
査
費
に
約

５
２
８
万
円
、
要
望
等
の

出
張
旅
費
に
約
１
２
８
万

円
の
合
計
６
５
６
万
円
で

あ
る
。

問
　
候
補
地
決
定
は
前
市

長
で
は
な
く
、
人
間
で
は

な
い
「
水
俣
市
」
が
判
断

し
た
と
か
、
決
定
時
の
議

事
録
す
ら
存
在
し
な
い
。

ま
た
、
議
員
の
中
か
ら
交

付
税
措
置
が
便
乗
と
受
け

取
ら
れ
兼
ね
な
い
発
言
が

出
る
等
、
一
貫
性
に
欠
け

る
状
況
が
散
見
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
市
長
判

断
を
明
確
に
し
て
い
く
た

め
に
も
、
前
市
長
の
取
り

組
み
や
判
断
を
総
括
し
て

お
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
か

答　

総
括
し
て
お
く
こ
と

は
大
変
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
よ
り
良
い
新
庁
舎
建
設

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
護
岸
道
路
の
整
備
は

消
防
車
等
の
進
入
路
確
保

で
丸
島
地
区
の
防
災
強
化

に
繋
が
る
。
財
源
確
保
に

向
け
て
総
務
省
と
協
議
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か

答　

防
災
面
の
強
化
を
目

的
と
し
た
補
助
金
等
が
あ

小路　貴紀  議員

（水進会）

多くの市民が共感した子育て支援
　　保護者の負担軽減の早期実現を

れ
ば
、
総
務
省
も
含
め
関

係
機
関
と
協
議
を
し
て
い

き
た
い
。

水
俣
市
長
選
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選
挙
終
盤
に
配
布
さ
れ

た
髙
岡
候
補
支
持
を
訴

え
る
発
行
者
不
明
、
連

絡
先
不
明
の
公
選
法
違

反
の
ビ
ラ
に
つ
い
て

問
　
市
長
は
市
長
選
へ
の

出
馬
会
見
を
チ
ッ
ソ
プ
レ

ス
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
。

な
ぜ
特
定
の
企
業
施
設
な

の
か
。
ま
た
、
チ
ッ
ソ
開

発
に
勤
務
し
て
い
た
と
思

う
が
現
在
も
勤
務
し
て
い

る
の
か

答　

場
所
が
な
か
っ
た
。

チ
ッ
ソ
開
発
に
勤
務
し
て

い
た
が
現
在
は
や
め
て
い

る
。 市

長
の
政
治
姿

勢
に
つ
い
て

水
俣
川
河
口
臨

海
部
振
興
構
想

に
つ
い
て

チ
ッ
ソ
が
所
有
す
る
Ｊ
Ｎ
Ｃ
株

式
の
売
却
に
つ
い
て

水
俣
病
に
つ
い
て

野中　重男  議員

（日本共産党）

市長選挙で公選法違法ビラが
配布されたことは認める

問
　
報
道
で
は
水
俣
病
被

害
者
と
加
害
者
を
つ
な
ぐ

と
言
わ
れ
た
。
ど
の
よ
う

な
こ
と
か
。
チ
ッ
ソ
は
現

在
、
患
者
団
体
と
は
会
わ

な
い
と
言
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
ど
う
す
る
考
え
か

答　

双
方
の
意
見
を
聞

く
。
会
わ
な
い
と
は
知
ら

な
か
っ
た
。
企
業
と
対
話

を
す
る
。

問
　
市
長
は
こ
の
ビ
ラ
を

知
っ
て
い
る
か
。
こ
の
ビ

ラ
が
公
選
法
違
反
と
思
う

か
。
こ
の
ビ
ラ
は
、
市

議
会
に
直
接
か
か
わ
り
、

チ
ッ
ソ
が
髙
岡
候
補
を
全

面
支
援
し
て
い
る
こ
と
な

ど
チ
ッ
ソ
の
意
向
を
正
確

に
把
握
で
き
る
者
に
し
か

書
け
な
い
。
髙
岡
候
補
の

陣
営
の
中
枢
に
い
た
者
と

し
か
思
え
な
い
が
、
こ
れ

で
も
知
ら
な
い
か

答　

知
ら
な
い
。
公
選
法

違
反
で
あ
る
こ
と
は
認
め

る
。

問
　
な
ぜ
チ
ッ
ソ
が
作
っ

た
八
幡
プ
ー
ル
の
周
辺
道

路
が
水
俣
市
の
所
有
に

な
っ
た
か
知
っ
て
い
る
か
。

こ
の
海
岸
補
強
工
事
は
水

俣
市
が
国
や
県
か
ら
補
助

金
を
も
ら
い
チ
ッ
ソ
に
も

負
担
を
求
め
進
め
る
と
西

田
前
市
長
は
言
っ
て
い
た
。

本
来
は
１
０
０
％
チ
ッ
ソ

の
責
任
で
さ
れ
る
べ
き
も

の
だ
が
市
長
は
チ
ッ
ソ
に

負
担
を
求
め
る
か

答　

企
業
か
ら
の
寄
付
と

認
識
し
て
い
る
。
チ
ッ
ソ

は
特
措
法
の
債
務
の
返
済

猶
予
と
い
う
新
た
な
金
融

支
援
が
申
し
合
わ
さ
れ
た

ば
か
り
な
の
で
、
チ
ッ
ソ

の
負
担
に
つ
い
て
は
国
や

県
な
ど
と
協
議
す
る
。

問
　
市
長
は
チ
ッ
ソ
が
所

有
す
る
Ｊ
Ｎ
Ｃ
の
株
式
売

却
に
つ
い
て
国
や
県
に
許

可
を
お
願
い
す
る
と
言
わ

れ
た
が
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
。
ま
た
、
分
社
化
と
株

式
売
却
で
ど
う
な
る
と
考

え
る
か
。
売
却
の
条
件
と

は
何
か
。
売
却
が
済
め
ば

チ
ッ
ソ
は
消
滅
し
Ｊ
Ｎ
Ｃ

は
生
産
を
縮
小
す
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
そ
の
時
、

経
済
活
性
化
な
ど
絵
空
事

に
な
ら
な
い
か
。
チ
ッ
ソ

が
消
滅
す
れ
ば
そ
の
後
に

名
乗
り
出
た
被
害
者
は
賠

償
請
求
す
る
相
手
が
い
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か

答　

株
が
売
れ
れ
ば
借
金

は
な
く
な
り
経
営
が
好
転

す
る
。
売
却
の
条
件
は
救

済
が
完
了
し
市
況
の
好
転

が
必
要
だ
。
消
滅
す
る
こ

と
は
な
い
と
思
う
。
し
た

が
っ
て
、
患
者
が
出
て
き

た
と
き
ど
う
す
る
か
は
今

は
考
え
る
必
要
は
な
い
と

考
え
る
。

八幡プール
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問
　
小
中
学
校
給
食
費
の

負
担
軽
減
に
取
組
む
と
言

わ
れ
て
い
た
が
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
か

答　

学
校
給
食
で
は
、
成

長
期
に
あ
る
児
童
生
徒
の

心
身
の
健
全
な
発
達
の
た

め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良

く
、
安
心
・
安
全
な
食
事

を
安
く
提
供
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
の
一
つ
と
し

て
、
段
階
的
に
保
護
者
の

負
担
軽
減
が
出
来
る
よ
う

新
た
な
財
源
の
確
保
も
検

討
し
な
が
ら
、
取
組
ん
で

い
く
。

問
　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
、

障
が
い
者
の
み
な
く
る
バ

ス
の
無
料
化
を
言
わ
れ
て

い
た
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
か

答　

制
度
と
し
て
は
、
75

歳
以
上
の
高
齢
者
及
び
一

定
以
上
の
障
が
い
を
持
つ

障
が
い
者
本
人
と
そ
の
介

助
を
行
う
者
に
つ
い
て
、

運
賃
が
無
料
と
な
る
仕
組

み
を
取
り
入
れ
る
こ
と
等

を
考
え
て
い
る
。
具
体
的

な
方
法
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
制
度
設
計
を
進
め
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い

決
定
す
る
。

問
　
新
庁
舎
の
防
災
拠
点

機
能
と
し
て
ど
の
様
な
機

能
を
考
え
て
い
る
の
か

答　

新
庁
舎
建
設
に
お
い

て
、
十
分
な
耐
震
性
の
確

保
や
浸
水
・
地
盤
沈
下
へ

の
対
策
、
機
械
設
備
や
防

火
・
防
犯
設
備
の
一
元
管

理
の
検
討
、
災
害
対
策
本

部
機
能
、
防
災
拠
点
機
能

が
発
揮
で
き
る
空
間
の
整

備
、
停
電
・
断
水
時
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
な
ど

で
あ
る
。
耐
震
性
貯
水
槽

は
、
水
槽
内
を
常
に
水
道

水
が
循
環
し
、
断
水
時
の

飲
料
水
と
し
て
も
利
用
可

能
な
貯
水
槽
で
あ
る
。
ど

の
様
な
機
能
を
持
た
せ
る

か
は
、
設
計
者
と
十
分
協

議
検
討
し
市
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
で
き
る
災
害

に
強
い
市
庁
舎
が
実
現
で

き
る
よ
う
努
め
る
。

問
　
地
域
防
災
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
本
市
で
の
役
割

と
、
今
後
ど
の
よ
う
な
活

動
に
期
待
す
る
か

答　

本
市
で
の
役
割
は
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ

た
専
門
的
な
知
識
を
生
か

し
た
防
災
体
制
の
強
化
や

災
害
発
生
時
に
お
け
る
市

民
の
安
全
確
保
、
円
滑
な

災
害
応
急
対
応
及
び
復

旧
・
復
興
等
の
業
務
と

な
っ
て
い
る
。
長
年
の
自

衛
官
と
し
て
の
経
験
や
知

識
を
本
市
の
総
合
防
災
訓

練
や
災
害
対
策
本
部
の
運

営
等
へ
取
り
入
れ
た
り
、

地
域
防
災
計
画
や
国
民
保

護
計
画
の
見
直
し
を
行
う

な
ど
、
本
市
の
危
機
管
理

体
制
の
強
化
に
期
待
し
て

い
る
。

問
　
新
船
製
作
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　

昨
年
８
月
阿
久
根
市

の
遠
矢
造
船
所
と
購
入
契

約
締
結
を
行
い
、
そ
の
後
、

協
議
を
重
ね
な
が
ら
Ｆ
Ｒ

Ｐ
製
競
り
舟
製
作
作
業
を

進
め
て
お
り
、
年
度
内
に
、

12
艇
完
成
納
入
予
定
で
あ

る
。

防
災
に
つ
い
て

市
長
の
公
約
に

つ
い
て

競
り
舟
の
新
船

に
つ
い
て

塩﨑　達朗  議員

（真志会）

新市長の新たな取り組みに期待
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先
生
方
の
資
料
が
散
逸
し

な
い
よ
う
、
ど
の
様
な
形

で
業
績
を
顕
彰
し
て
い
け

る
か
協
議
し
た
い
。

問
　
国
内
に
も
水
俣
に
も

大
変
大
き
な
影
響
を
与
え

た
人
で
あ
る
。
今
後
名
誉

市
民
と
し
て
検
討
し
て
い

た
だ
け
な
い
か

答　

市
民
の
盛
り
上
が
り

が
必
要
と
考
え
る
。

新
市
長
の
政
策

の
方
向
性

故
・
石
牟
礼
道
子
氏
に
つ
い
て

イ
ノ
シ
シ
被
害
の
対
応
策

問
　
市
長
選
の
討
議
資
料

に
お
い
て
「
流
れ
を
変
え

る
」
と
あ
っ
た
が
、
市
民

協
同
で
行
っ
て
き
た
環
境

モ
デ
ル
都
市
づ
く
り
は
、

継
続
し
て
い
く
つ
も
り
か

答　

「
環
境
モ
デ
ル
都
市

づ
く
り
」
は
、
水
俣
病
を

経
験
し
た
水
俣
市
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
事
業
の
柱

の
一
つ
で
あ
る
。

問
　
市
長
は
、
水
俣
病
問

題
で
は
「
原
因
企
業
と
被

害
者
が
共
存
す
る
水
俣
に

あ
っ
て
両
者
を
つ
な
い
で

い
く
施
策
」
に
取
り
組
む

と
い
う
事
で
あ
っ
た
が
、

市
長
の
支
持
母
体
で
あ
る

Ｊ
Ｎ
Ｃ
の
職
員
の
皆
さ
ん

に
も
水
俣
病
の
勉
強
会
な

ど
を
さ
れ
て
は
と
思
う
が

答　

新
入
社
員
は
、
水
俣

病
資
料
館
で
学
ぶ
。
そ
の

他
研
修
も
行
っ
て
い
る
。

問
　
「
水
銀
に
関
す
る
水

俣
条
約
」
を
昨
年
締
結
し

前
市
長
は
、
ま
す
ま
す
世

界
に
向
け
貢
献
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

答　

貢
献
し
た
い
と
思
う
。

問
　
近
年
イ
ノ
シ
シ
の
被

害
は
、
増
加
し
て
い
る
の

か答　

農
業
被
害
額
で
言
う

と
減
少
傾
向
で
あ
っ
た
が

平
成
28
年
度
は
増
加
し
た
。

問
　
水
俣
市
で
は
人
的
被

害
も
出
て
い
る
。
対
策
を

強
化
し
て
ほ
し
い
が

答　

平
成
27
年
度
か
ら
県

の
補
助
金
を
活
用
し
「
え

づ
け
ス
ト
ッ
プ
!
鳥
獣

被
害
対
策
事
業
」
に
取
り

組
み
、
市
内
の
３
地
区
で

実
施
し
て
い
る
。
平
成
30

年
度
は
５
地
区
か
ら
参
加

要
望
が
あ
り
、
農
地
を

守
っ
て
い
る
。

問
　
石
牟
礼
氏
の
著
作
は

国
内
外
の
様
々
な
人
々
、

文
学
者
、
研
究
者
に
影
響

を
与
え
た
。
こ
の
機
に
講

座
や
講
演
会
な
ど
を
企
画

で
き
な
い
か

答　

今
後
、
検
討
す
る
。

問
　
こ
の
機
に
郷
土
出
身

の
文
学
者
の
「
文
学
館
」

を
つ
く
れ
な
い
か

答　

今
は
、
郷
土
出
身
の

イノシシの箱罠

問
　
水
俣
市
猟
友
会
の
現

状
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か

答　

箱
罠
や
銃
な
ど
に
よ

る
駆
除
に
よ
り
、
平
成
26

年
度
は
２
５
５
頭
、
27
年

度
は
３
１
４
頭
、
28
年
度

は
３
４
９
頭
と
年
々
増
加

し
て
い
る
。

問
　
２
月
４
日
の
熊
日
新

聞
に
宇
城
市
三
角
町
に
お

い
て
Ｊ
Ａ
を
中
心
に
し
て

住
民
、
地
域
自
治
体
、
県

な
ど
が
組
織
化
し
た
対
策

本
部
を
発
足
し
た
と
あ
る
。

水
俣
市
も
Ｊ
Ａ
な
ど
へ
働

き
か
け
を
強
化
し
て
い
た

だ
け
な
い
か

答　

今
後
検
討
す
る
。

藤本　寿子  議員

（無限21）

新市長の政策の方向性は
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問
　
市
民
の
安
全
・
安
心

及
び
市
政
発
展
の
取
り
組

み
は

答　

み
ん
な
で
支
え
る
子

育
て
し
や
す
い
水
俣
。

な
が
く
地
域
を
支
え
て
き

た
地
元
商
工
業
と
と
も
に

歩
む
水
俣
。

ま
た
訪
れ
た
い
水
俣
。

た
の
し
く
快
適
な
暮
ら
し

が
で
き
る
水
俣
。
の
実
現

で
明
る
く
に
ぎ
や
か
な
、

活
気
あ
る
水
俣
を
創
造
し

て
い
く
。

新
市
政
の
取
り

組
み

問
　
本
市
の
公
用
車
台
数

と
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

設
置
状
況
は

答　

公
用
車
は
１
２
１
台

で
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
設
置
の
車
両
は
な
い
。

問
　
県
内
14
市
の
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
状
況

は答　

６
市
が
公
用
車
の
一

部
に
設
置
し
て
い
る
。

問
　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
設
置
の
必
要
性
は

答　

防
犯
カ
メ
ラ
と
し
て

防
犯
上
の
役
割
が
期
待
で

き
る
。
交
通
事
故
発
生
時

に
事
故
の
責
任
の
明
確
化

と
事
故
処
理
の
迅
速
化
、

職
員
の
安
全
運
転
意
識
の

向
上
の
効
果
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
事
故

の
予
防
効
果
と
事
故
発
生

時
の
対
応
に
効
果
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
機
器

の
状
況
、
他
市
の
運
用
状

況
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
方
法
等
に
つ
い
て
、
情

報
収
集
に
努
め
た
い
。

問
　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
設
置
は
要
項
の
制
定

等
、
一
定
の
ル
ー
ル
作
り

が
必
要
だ
が

答　

適
正
な
運
用
を
図
る

た
め
、
設
置
の
目
的
と
運

用
の
方
法
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
記
録
さ
れ

た
映
像
と
音
声
に
係
る
個

人
情
報
の
保
護
に
係
る

ル
ー
ル
作
り
も
必
要
と
な

る
。

問
　
計
画
的
に
必
要
な
順

番
を
決
め
て
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
て
い

く
べ
き
だ
が

答　

設
置
し
た
他
市
の
効

果
と
課
題
を
収
集
・
整
理

し
、
本
市
の
運
用
特
性
と
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設

置
の
必
要
性
と
で
、
優
先

順
位
を
付
け
て
い
く
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。

牧下　恭之  議員

（公明党）

防犯対策にもなる
ドライブレコーダーの設置を

問
　
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の

認
識
は

答　

音
声
教
材
は
、
通
常

の
教
科
書
で
使
わ
れ
る
文

字
や
図
形
等
に
よ
る
認
識

が
困
難
な
児
童
生
徒
に

と
っ
て
は
、
視
覚
や
聴
覚

か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
で

内
容
理
解
を
助
け
る
、
有

効
な
教
材
で
あ
る
。

問
　
小
中
学
校
で
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒

数
は

答　

児
童
59
人
、
生
徒
24

人
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
の
未
来
を
変

え
て
い
け
る
。
無
償
で
利

用
で
き
る
。
必
要
と
す
る

児
童
・
生
徒
は
い
な
い
の

か答　

子
ど
も
の
様
子
・
実

態
を
把
握
し
て
い
る
、
学

級
担
任
の
意
見
で
は
対
象

者
は
い
な
い
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
教
科
書

公
用
車
の
管
理
に
つ
い
て
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問
　
消
防
団
員
の
確
保
に

向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か

市
長
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

消
防
団
に
つ
い
て

問
　
水
俣
市
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

か答　

水
俣
市
が
柱
と
し
て

き
た
「
環
境
モ
デ
ル
都
市

づ
く
り
」
の
取
り
組
み
は
、

水
俣
市
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
、
環
境

と
い
え
ば
水
俣
と
言
わ
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
れ

も
諸
先
輩
方
や
、
水
俣
市

民
の
努
力
の
賜
物
で
あ
る

と
考
え
る
。
一
方
で
、
ま

ち
の
経
済
的
活
力
の
低
迷
、

人
口
流
出
・
減
少
が
止
ま

ら
な
い
水
俣
に
閉
塞
感
も

感
じ
て
い
た
。
選
挙
期
間

中
に
も
、
水
俣
を
変
え
て

ほ
し
い
、
若
者
の
働
く
場

や
定
住
を
進
め
て
ほ
し
い

な
ど
の
声
を
多
く
頂
い
た

と
こ
ろ
だ
。
水
俣
に
は
歴

史
あ
る
企
業
の
集
積
や
、

温
泉
地
、
エ
コ
パ
ー
ク
な

ど
の
観
光
資
源
、
安
心
安

全
な
食
な
ど
、
様
々
な
地

域
資
源
が
あ
る
が
、
も
っ

と
活
か
し
て
行
く
事
で
、

地
域
の
活
性
化
、
経
済
の

浮
揚
に
つ
な
げ
る
事
が
で

き
る
と
考
え
る
。

問
　
市
長
が
目
指
す
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か答　

ま
ず
は
経
済
の
活
性

化
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。
地
元
企
業
や

商
工
業
者
と
行
政
が
し
っ

か
り
と
対
話
を
し
、
企
業

や
地
域
の
ニ
ー
ズ
・
課
題

を
的
確
に
把
握
し
た
上

で
、
必
要
な
支
援
や
事
業

を
、
適
切
に
実
施
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
く
。
ま

た
観
光
地
の
活
性
化
や
エ

コ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
合
宿

の
誘
致
等
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
人
口
の
呼
び
込
み
、
加

え
て
農
水
産
物
の
高
付
加

価
値
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
等

を
さ
ら
に
進
め
る
。
地
域

の
事
業
者
が
元
気
に
な
り
、

ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
を

図
る
こ
と
で
、
事
業
者
だ

け
で
な
く
地
域
の
高
齢
者
、

子
ど
も
た
ち
な
ど
、
水
俣

に
暮
ら
す
全
て
の
人
の
元

気
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

答　

消
防
団
員
の
確
保
は
、

重
要
な
課
題
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
初
め
て
の
試
み

と
し
て
「
水
俣
市
消
防
団

応
援
の
店
」
と
い
う
登
録

制
度
を
設
け
市
民
に
対
し
、

消
防
団
に
対
す
る
理
解
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

消
防
団
活
動
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
た
め
の
、
普

及
啓
発
の
一
環
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
各

消
防
団
を
、
市
広
報
紙
を

用
い
て
紹
介
す
る
な
ど
の

企
画
を
行
い
、
消
防
団
に

興
味
を
持
ち
団
員
の
加
入

促
進
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
　
「
水
俣
市
消
防
団
応

援
の
店
」
の
進
捗
状
況
は

答　

事
業
主
や
消
防
団
員

か
ら
10
数
件
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
２
月
１
日
現

在
の
申
請
数
は
２
件
。
引

き
続
き
、
市
広
報
紙
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集

を
行
う
。

問
　
消
防
団
員
の
担
い
手

の
育
成
や
子
ど
も
達
の
防

災
意
識
を
高
め
る
方
法
と

桑原　一知  議員

（真志会）

髙岡市長が目指す
　　水俣のまちづくりに期待

し
て
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
を

創
設
し
て
は
ど
う
か

答　

「
水
俣
芦
北
地
域
幼

少
年
婦
人
防
火
委
員
会
」

で
推
進
さ
れ
て
お
り
、
現

在
は
田
浦
小
学
校
が
実
施

し
て
い
る
。
今
後
は
消
防

本
部
と
協
力
し
進
め
た
い

と
考
え
る
。

問
　
消
防
団
へ
の
入
団
と

団
員
の
活
動
が
し
や
す
く

な
る
事
や
、
消
防
団
活
動

を
通
し
て
社
会
貢
献
を

行
っ
て
い
る
事
業
所
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う

か答　

近
隣
の
津
奈
木
町
、

芦
北
町
も
導
入
し
て
お
り
、

今
後
、
導
入
に
向
け
検
討

し
て
い
く
。
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春
爛
漫
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
新

市
長
を
迎
え
て
の
３
月
定
例
会
も
終
わ

り
ま
し
た
。
今
議
会
は
骨
格
予
算
が
中

心
で
、
本
格
的
な
政
策
予
算
は
６
月
議

会
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
第
６
次
水
俣
市
総
合

計
画
の
策
定
を
控
え
、
市
政
の
方
向
性

等
に
つ
い
て
６
月
議
会
で
も
活
発
な
議

論
が
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
第
６
次
水
俣
市
総
合
計
画
で
は
、

市
民
の
意
見
を
ど
う
反
映
す
る
か
に
つ

い
て
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

編
集
委
員
会
も
新
メ
ン
バ
ー
で
ス

タ
ー
ト
し
て
や
が
て
１
年
に
な
り
ま
す
。

最
初
に
紙
面
の
担
当
を
決
め
、
５
回
程

度
の
委
員
会
を
開
催
、
最
終
確
認
と
な

り
ま
す
。
毎
回
の
こ
と
な
が
ら
紙
面
の

出
来
栄
え
は
い
か
が
な
も
の
か
、
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
編
集
の
難
し
さ

を
感
じ
つ
つ
も
、
委
員
一
同
懸
命
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

　
　

委
員
長
　
岩
阪
　
雅
文

　
　
副
委
員
長
　
藤
本
　
寿
子

　
　
委
　
　
員
　
桑
原
　
一
知

　
　
　
〃
　
　
　
小
路
　
貴
紀

　
　
　
〃
　
　
　
塩
﨑
　
達
朗

　
　
　
〃
　
　
　
髙
岡
　
朱
美

　
　
　
〃
　
　
　
田
中
　
睦

　
　
　
〃
　
　
　
中
村
　
幸
治

議
会
事
務
局
員
　
上
田
　
純
　
　

１月４日 仕事始め式

　　　　　新年祝賀式（商工会議所）

１月７日　水俣市成人式式典

１月９日　第25回熊本県市議会議員研修会

　　　　　（ＫＫＲホテル熊本）

１月26日　議会運営委員会

２月９日 各派代表者会議

２月16日　スポーツ功労者受賞者合同祝賀会

２月19日　議会運営委員会

　　　　　各派代表者会議

２月23日　平成30年第１回定例会開会

３月４日 第45回市民駅伝競走大会

３月６日 一般質問（～８日）

３月９日　常任委員会

３月13日　水俣芦北広域行政事務組合定例会

３月15日　平成30年第１回定例会閉会

３月22日　庁舎建替等対策特別委員会

（Ｈ30.1.1～3.31）

市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「水俣市議会会議録検索」

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「議会インターネット中継」

水俣市  議会 検索

Ｑ．質問や答弁の内容を調べたいんだけど？
Ａ. 質問や答弁のキーワードで検索できます！

Ｑ．市議会の様子を見てみたいけど？
Ａ. 当日の中継や過去の議会も見られます！

インターネット中継、会議録検索で不明な点は市議会事務局（TEL61－1661）までお問い合わせください

１月16日　○広島県福山市議会
　　　　　　日本一の読書のまちづくりについて

水俣病資料館について
１月25日　○大阪府高槻市議会

日本一の読書のまちづくりについて
２月１日　○広島県府中町議会

水俣病資料館について
２月６日　○静岡県小山町議会

ごみの分別・減量・リサイクルの
取り組みについて

（Ｈ30.1.1 ～ 3.31）

平成30年水俣市議会定例会の
日程（予定）について

　平成30年の定例会を下表のとおり予定しており
ます。定例会中はもやい館の利用で、ご不便をお
かけしますが、ご理解をよろしくお願いいたします。

定例会 会　　期
６月定例会 （予定）平成30年６月13日～７月５日
９月定例会 （予定）平成30年８月31日～９月21日
12月定例会 （予定）平成30年11月30日～12月20日

※上記日程は変更になることもありますので、あらかじ
めご了承ください。

他市町村からの視察議 会 の 主 な 動 き
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